
曜日 木

時限 １・２、３・４

　【教員実務経験】

授業形態 小テスト・定期試験

1 登校

2 登校

3 登校 小テスト５点

4 登校

5 登校 小テスト５点

6 登校

7 登校

8 登校 中間試験２０点

9 登校 小テスト５点

10 登校

11 登校 小テスト５点

12 登校

13 登校

14 登校

15 登校 定期試験５０点

受講生への
メッセージ

美容に携わる人材として、授業姿勢や授業態度、礼儀、礼節を意識して欲しい。授業が始まる前には必ず持ち物を準備しておく事。道具の
貸借りは紛失するのでしない事。

　【使用教科書・教材・参考書】

シャンプー・トリートメント、タオル6枚、ダッカール、デンマンブラシ、ドライヤー、コテ、ストレートアイロン、スタイリング剤、筆記用具、カラーウィッグ

カラー技術③前回のウィッグへオンカラー　　　　　【ウィッグ使用】

定期試験へ向けてデザインシート作成：ブリーチのみの仕込み　【ウィッグ使用】

定期試験：前回のウィッグへオンカラー＆スタイリング　デザインシート提出

準備学習
時間外学習

準　　　　　備：
時間外学習：授業のノート整理、項目の復習、過去問題の練習

評価方法

●習熟度　 　：　１００点（到達目標に対する成長具合や習熟度）
◇出　　　席　：　ＴＳ・実践・ＴＢ・ＨＭ・ＢＲ・国Ｂは７０％以上、美容師は出席率８０％以上（下回る場合は単位認定は無し、Ｅ評価となる）
◇合　　　否　：　６０点以上で合格（Ａ：１００～９０　Ｂ：８９～８０　Ｃ：７９～７０　Ｄ：６９～６０）　否（Ｅ：評価資格喪失、Ｆ：５９～０）　、
　　　　　　　　　　実習や習熟度が測れないものについてはＳ・Ｕ評価

カラー技術②ブリーチ剤のみを使用してデザイン作成　　【ウィッグ使用】

シャンプー技術：ブロー技術の知識と技術を再度確認する

今後の個人目標プレゼンテーション：カウンセリングの仕方を学ぶ　シャンプー復習②

頭皮のツボを復習する。　シャンプー復習③

シャンプー技術：頭皮マッサージの技術習得：スタイリング技術を学ぶ

スタイル別スタイリング技術を学ぶ：撮影技術を習得する

スタイリング技術：相モデルで指定のスタイリングを施術する

アイロンワーク：ストレートアイロンでの技術習得

中間試験：相モデルでシャンプー、ブロー、スタイリング技術を時間内で施術

カラー理論①カラーリング基礎知識を学ぶ　　　※ノート提出

カラー技術①トレーニングクリームでのカラーリング塗布練習

カラー理論②ダブルカラーで可能なデザインの幅を学びデザインを考える　　　※ノート提出

授業計画・内容

学科・専攻 ヘアメイク科
授業
形態

実技
単位
時間

２
６０

教員 田中・岡村

　【到達目標】
技術者として必要な接客知識と技術を身につける。協調性や接客用語・接客技術を用いて幅広い年齢層へご要望に応えられる人材になる。
現場へ出た際に即戦力となれるアシスタントとして基礎や応用を身につける

　【授業の学習内容】　

美容の職業に携わる人材としての接客用語及び接客技術を用いてカウンセリング技術を習得する。
基礎的なシャンプー技術・ブロー技術・スタイリング技術を用いてお客様のご要望にお応えする知識・技術が提供出来るようにする。

私達が現場で培ってきた美容師経験を活かし

技術、知識を元に美容師のプロになる為の専門的な技術、知識を習得する授業を行う。

2023年度　科目別　授業計画（シラバス）

科目名 サロンワーク＆ブロー演習Ⅱ
必修
選択

必修 年次 2 開講区分 1セメスター(前期）

1


